
平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）
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２４年８月末までの状況（台
数）
お城口駐車場
35,307
温泉口駐車場
11,882
お城口第二駐車場
81,957
　　　　　計　　　　　　　129,146

№

○
漏水調査業務委託を10月に
発注予定

◎
新幹線、道路騒音は11月、一
般環境は12月に測定を行う
予定。

◎
河川については上半期分の
調査は終了した。地下水は下
半期に調査を行う予定。

◎

担当課

◎

 11月に新たに「山口ショッピ
ングパーク」の停留所を増設
し、利用者の利便性の向上を
図る予定である。
引き続き課題等の把握に努
めるとともに、利用啓発活動
を進めていく。

上半期
の状況

上半期の進捗状況

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 さわやかな空気と静けさを確保する

環境基
本計画

上半期
の状況

上半期の進捗状況事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

1-1
騒音調査及び
測定

騒音・振動・悪
臭の防止

定期的な観測により、種類ご
とに基準と比較し達成率を算
出し、監視します。

市内一般環境、道路、新幹線
について、騒音の状況を把握
するため調査を実施する。こ
の結果は、環境レポート等で
公表していく。

一般環境については11地点、
道路騒音については7地点、
新幹線騒音については2地点。
それぞれ基準と比較し、状況を把
握する。

生活環境課

1-1
市営駐車場の
管理運営

環境にやさし
い都市基盤・
都市施設の整
備

パークアンドライドを促進しま
す。

快適に利用できる駐車場の
管理運営

市営駐車場駐車台数　　年310,000
台

管理課

1-1
　循環バス運
行施策

1　きれいな空
気の確保
1　環境にやさ
しい都市基
盤・都市施設
の整備

15　公共交通機関であるバ
スの利用促進を図り、自家
用車の使用を軽減させま
す。

「上田市循環バス」と「オレン
ジバス」の利用者が増加する
よう施策を検討し、利用啓発
活動を行う。

循環バス等利用者　目標60,000人
地域交通政策
課

担当課

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 きれいな水と安全な土壌を確保する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

1-2
水質調査及び
検査

きれいな水の
確保

定期的な調査により、市内
の水質の環境基準の達成に
ついて監視します。

市内河川及び地下水の調査
地点について、水質状況を把
握するため調査を実施する。
この結果は、環境レポート等
で公表していく。

河川については計35地点。
地下水については計12地点。
それぞれ環境基準と比較し、状況
を把握する。

生活環境課

1-2
合併処理浄化
槽設置整備事
業

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

公共下水道・農業集落排水
の整備区域外において、合
併処理浄化槽の設置を促進
します。

申請に対する補助金の交付

サービス課

合併処理浄化槽設置整備事業で
の新設10基

生活環境課

1-2
下水道の普及
促進

きれいな水の
確保

公共下水道事業、農業集落
排水事業等を推進します

・取付管立会い時の啓発（随
時）
・苦情対応戸別訪問の実施
（随時）
・下水道未接続者に対する啓
発文書発送
・効果的な水洗化促進策の検
討

水洗化率
・平成24年度末の下水道水洗化
（利用）率を88.1%に向上させる
確認申請件数
・880件を目標とする。

1-2 漏水調査
水資源の有効
活用

有収率の向上
漏水調査
戸別音聴調査箇所10,000箇
所

漏水箇所数及び推定漏水量

1-2
鉛給水管布設
替え

安心安全な水
道

鉛給水管の解消

鉛給水管布設替
　計画修繕対応　500件
　故障修繕対応　100件
　水道本管工事対応　　件
　　　　計　　　600件

布設替件数 上水道課

上水道課

1-2
公共下水道事
業、農業集落
排水事業

きれいな水と
安全な土壌を
確保

公共下水道事業、農業集落
排水事業を推進する

○管渠の整備　Ｌ＝6.8ｋｍ

○処理場の整備
　南部終末処理場　増設
　　（汚泥処理施設）
　上田終末処理場　改築
　　（汚泥処理施設）

普及率
平成24年度末目標96.9％（上田地
域74.3％）

下水道課

◎
上田地域の8月末の補助実
績は9基となっています。

◎
計画修繕対応で384件
故障修繕対応で36件
計420件

◎

・管きょ整備については、Ｌ＝
2.6km(繰越1.4km)整備中であ
る。現時点で補助事業費が満
額で交付されないことや他事
業との関連により工事実施が
出来ない状態である。
・処理場整備については、上
田・南部終末処理場共に約
70％進捗している状況であ
る。
・ホタルマップは9月中旬に完
成し、10月から広報等を行う
予定である。

◎
・新規確認申請件数は、9月
末時点で478件と目標880件
の54.3％に達した。
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

74

75

65

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 きれいな水と安全な土壌を確保する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

上半期
の状況

上半期の進捗状況 担当課

◎

・広報うえだ8/1号に掲載。
・対象建築物の調査を行い、
９月より戸別に訪問し、吹付
けアスベストの使用状況の把
握。

1-2
浄水場運転管
理

安心、安全な
水道水の提供

環境に配慮した浄水場管理

①浄水場、施設における消毒
剤の適正な注入
②需要量に見合った適正な
取水量管理
③浄水場泥土の適正な処理
処分委託
④河川水質検査の実施

①浄水場元出し水　通常0.8mg／
㍑以下
　末端給水栓水　　　通常0.1mg／
㍑以上
②配水量の120％程度
③発生泥土の650㎥程度を改良土
等、処理処分委託
④検査回数

◎

①概ね達成
 元出し最大
 染屋　  0.58mg/l
(4/6,7/23,8/23)
 石舟　　0.76mg/l  (8/28)
 末端    0.1mg/l 以上保持
②概ね達成　126%
③概ね達成　処分量約424.6
㎥中約312.5㎥委託　（約
74％）
④達成　月1回実施中

①浄水場元出し水　通常0.8mg／
㍑以下
　末端給水栓水　　　通常0.1mg／
㍑以上
②検査回数

浄水管理セン
ター(丸子管理
係)

浄水管理セン
ター

◎

①概ね達成
 元出し最大
 腰越浄水場　　8/11　0.77
 鹿教湯浄水場　8/28　0.72
 末端0.1以上　OK
②概ね達成　2回実施済み

1-2
浄水場運転管
理

安心、安全な
水道水の提供

環境に配慮した浄水場管理
①浄水場、施設における消毒
剤の適正な注入
②河川水質検査の実施

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環　境　保　全　項　目 有害化学物質による汚染を未然に防止する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業

・市広報・行政チャンネル等で
のＰＲ
・分析費の補助件数１３件
・除去費の補助件数　１件
・確認申請台帳による物件調
査

・補助件数

効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

建築指導課1-3

アスベスト飛
散防止対策事
業（民間建築
物）

飛散性の高い
吹付けアスベ
ストの大気中
への粉塵の排
出及び飛散を
防止する。

市民の健康被害の防止と安
全な生活環境を確保するこ
と。

上半期
の状況

上半期の進捗状況
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

47

48

49

45

46

107 ◎

7月の農業委員の改選に伴い
組織体制が変わったため、8
月の全委員対象の研修会で
改めて遊休荒廃農地への取
り組み方針を説明し、全委員
で対応を行うことを確認した。
10月から11月にかけて利用
状況調査を実施する予定。

◎

◎
②事業組織が13→16に増
加。

◎

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環　境　保　全　項　目 森や里山を守り・親しむ

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

2-1 造林事業
森林の育成・
保全

県の森林税等を活用して私
有林150haの間伐を推進し、
健全な森林を育成する。

①私有林間伐150haの実施 ①間伐の実施面積 ◎

現在、市内全域の17団地、面
積約209haについて山林所有
者の同意を得る作業等を行っ
ており、このうち1団地の10ha
について施業に着手しまし
た。

①被害木の処理量 森林整備課

森林整備課

◎

春駆除においては、主に県の
補助事業を活用して被害木
3,560㎥を伐倒処理し、被害
の拡大防止に努めています。
 当該事業は、国の補助金を
受けて下半期にも実施する予
定です。

2-1
松くい虫防除
対策事業

松くい虫被害
を防除し、健
全な松林を育
てる

被害木伐倒薬剤処理
V=8,000ｍ3

①被害木8,000ｍ3の伐倒薬
剤処理

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環　境　保　全　項　目 水辺環境を守り・親しむ

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

2-2

①　多自然型
水路整備
②農地・水保
全管理支払交
付金

１　自然・生き
物・人が共生
するまち　５
環境を思いや
る人があふれ
るまち

①　農業用用水路において、
環境に配慮した工法を推進
します。
②　非農業者も加えた地域
の協働による、農業施設や
環境の維持保全活動を支援
します。

①　多自然型水路を１ヶ所整
備する。

②　１３組織を支援する。

①　多自然型水路を１ヶ所整備す
る。

②　地域住民全体で環境意識を共
有する。

土地改良課

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環　境　保　全　項　目 農環境を守り・親しむ

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

2-3

担い手への農
地の利用集積
による優良農
地の確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用を図る。
（数値目標 平成24年度
80ha ）

担い手農家への農地の利用
集積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
24年度目標 80ha

農政課

2-3
稲倉棚田の保
全

棚田の保全と
活用

棚田の景観を保全します。
（荒廃した棚田の有効活用）

①田植体験の受け入れ
②棚田オーナーの取組
③ほたる火まつりの実施

①田植体験の受け入れ
②棚田オーナーの取組

農政課

2-3

遊休荒廃農地
の解消等によ
る優良農地の
確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用を図る（数
値目標　平成２４年度　遊休
荒廃農地解消面積　5ｈａ）

遊休荒廃農地の解消（遊休
荒廃農地解消対策委員会、
地区審単位での解消）

補助事業等による遊休荒廃農地
解消目標面積
２３年度末１０ｈａ/年
⇒２４年度目標約５ｈａ/年（行政と
連携して解消）

農業委員会事
務局
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

32

33

62

64

2

3

5

7

◎

４月から７月：総合評価方式
による施工者の選定を実施し
契約を締結
８月：工事着手同時に自治会
及び市民説明会を実施

◎

電気保安管理業務の定期点
検、定期的な資源回収並び
にデマンドによる電気使用量
の監視を常に実施した。また
電気使用量節減のため、不
必要な電気の消灯、トイレ便
座暖房を切、電気ポットの使
用をやめ、保温ポットに切り
替えた。また庁舎南側に緑の
カーテンを設置し、節電に努
めた。

◎
（4月 0kg、5月 488㎏、6月
1,538㎏、7月 600㎏、8月
1,800㎏）総てチップ化

◎

・住宅耐震補強補助金
　　申込み　4戸（計画9戸）
・広報うえだ8/1号に防災関
係記事と同時に記載。

◎

１剪定枝木類の資源化実績
（8月末現在）・・・２２３トン
２ごみ減量化機器等購入費
補助金の交付
　実績（8月末現在）
　・ごみ減量化機器　  ９６台
　・ごみ減量化基材　３４９袋
３焼却灰リサイクル実績（8月
末現在）・・・２７０トン
４生ごみ資源化実績（8月末
現在）・・・１．２８トン

◎

●市民への周知、啓発・・・随
時実施
　広報うえだ（6/16号）に記事
を掲載
　ごみ減量・資源化への協力
を呼びかけた
　7月1日号発行　9,300枚　全
戸へ回覧
●エコストアの認定・・・新規
認定なし
●子どもごみ探検隊・・・7/31
実施　参加者 15人
●出前講座の開催 ２回
（4/4、5/16）

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 循環型社会の形成に努める

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

3-1
ごみ減量・再
資源化対策事
業①

循環型社会の
形成に努める

廃棄物を減量し、リサイクル
を推進します

１剪定枝木類の資源化
２ごみ減量化機器等購入費
補助金
３焼却灰のリサイクル
４生ごみ堆肥化モデル事業

・可燃ごみの減量目標
　　前年度比△３５０トン/年（△
1％）
　
・資源化率２０％以上

廃棄物対策課

3-1
ごみ減量・再
資源化対策事
業②

循環型社会の
形成に努める

ごみ減量・リサイクル活動の
普及啓発を推進します

１市民への周知、啓発
２講座等の開催
３市民、事業者の環境保全活
動の支援

・可燃ごみの減量目標
　　前年度比△３５０トン/年（△
1％）
　
・資源化率２０％以上

廃棄物対策課

3-1
住宅耐震補強
補助事業

住宅の耐震補
強をすすめる
ことにより建
築物の寿命を
延ばし、解体
に伴う廃棄物
を削減する。

建築物の耐震化により災害
に強いまちづくりを進めま
す。

・市広報・行政チャンネル等で
のＰＲ
・補助件数１２件（予定）
・精密診断結果に対し、個別
説明により事業をＰＲする。

・補助件数 建築指導課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標
上半期
の状況

上半期の進捗状況今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

3-2
交流・文化施
設整備事業

環境にやさし
い施設づくり

環境負荷の少ない施設建設
を行う

・施工者の選定

・総合評価方式による施工者の選
定
（評価項目に環境への配慮項目を
追加）

施設利用者の
安全と電気・
水道・暖房等
の使用量の抑
制を図る

エコオフィスうえだに基づき、
地球環境の保全に取り組む

①事務室内温度、冬20℃・夏
28℃に設定
②センター利用者へのエコオ
フィスのＰＲ
③水曜日の資源回収時の指
導
④コピー用紙の両面使用の
推進

電気使用量50,000KWh、水道使用
量350㎥、Ａ重油使用量7,000ℓ、灯
油使用量2,000ℓ、LPG使用量60
㎥、コピー使用量25,000枚、可燃
ごみ排出量100㎏

豊殿地域自治
センター

◎

・塩田地区有線放送所の放
送局舎等解体工事は６月末
で完了（諸調整終了）
・外部線路設備撤去工事は
現在継続中

◎

ノー残業デー、育児の日に関
しては毎週・毎月庁内ＬＡＮの
掲示板において周知を図って
いる。クールビズに関しても
予定どおり実施している。

塩田地区有線
放送所の局舎
解体、及び外
部線路設備撤
去工事に係る
諸調整

環境にやさし
い撤去工事を
推進する

環境負荷の少ない、地球環
境に配慮した撤去工事

塩田地区有線放送所の局舎
等解体、及び外部線路設備
撤去工事に係る諸調整

塩田地域自治
センター（塩田
地区有線放送
所）

3-2
職員の管理に
関すること

エコオフィスの
推進

ノー残業デー、１９（育児）の
日、クールビズの普及促進
によるエコオフィスの推進

・ノー残業デー（水曜日）
・19（育児）の日（毎月19日）
・クールビズ（5月14日～10月
31日）

交流・文化施
設建設準備室

3-2
農村環境改善
センターの維
持管理

・実施状況の把握 人材開発課

3-2

3-1 樹木の剪定等
廃棄物の減量
と資源再利用
の促進

剪定された樹木等のリサイク
ル化を図る。

剪定樹木の有効利用
①チップリサイクル化の推進
②燃料としての使用

有効利用100％
①剪定木をチップリサイクル化
②剪定木を燃料としての使用

公園緑地課
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

8

9

11

14

15

16

17

22

23
上田地域の8月末の補助実
績は18件となっています。

◎

4月～9月のeLTAXサービス
の利用件数
　法人市民税　　　　　　1,442
件
  給与支払報告書外
20件
　償却資産　　　　　　　　　5件
　国税連携　　　　　　　5,182
件
電子申告の時期が1～3月に
集中するため、各事業者への
周知として利用推進のチラシ
等の準備を進めている。

◎

住基法改正に伴う各種書類
の変更があったが、在庫分を
継続して利用できるようにし
た（印鑑登録申請書、住民票
写し交付申請書など）。

○

◎

◆4～9月分合計：3,998,000
枚
4月：670,000
5月：822,000
6月：627,500
7月：706,500
8月：562,000
9月：610,000
※9月未購入の3週分は、平
均数で計上

◎

コピー（枚数）
4月　4,038枚
5月　2,890枚
6月　2,309枚
7月　3,636枚
8月　4,013枚
計　16,886枚

◎

○不要電灯の消灯の徹底、
資源の有効利用
○平成24年度における環境
施策（予算額）
・新エネルギー活用施設設置
費補助金（45,000千円）
・環境保全型防犯灯(LED)設
置補助金（56,200千円）
・太陽光発電施設設置
　・上田　道と川の駅（17,000
千円）
　・交流・文化施設（59,000千
円）
　　等

上半期の進捗状況
上半期
の状況

コピー用紙の
削減による環
境配慮

本庁及び教育委員会のコ
ピー用紙の削減

・市役所全体で業務量が増加
しているため、コピー用紙の
購入枚数が増加傾向にある。
・一定の削減はできたもの
の、引き続き、文書担当者会
議、庁内LANなどで節減につ
いて、周知を図っていく。

平成24年度　　9,000,000枚
行政管理課・
行政改革推進
室

3-2
コピー用紙の
削減による環
境配慮

コピー用紙の削減によるエコ
オフィスの推進

諸会議のペーパーレス化を
図る。

平成23年度　　55,000枚
危機管理防災
課

3-2

エコオフィスの
推進

市民からの申請業務及び内
部業務での利用拡大

各課業務調査の実施及び啓
発

電子申請業務数　　２７業務 ◎

8月末までの申請件数は855
件（月平均171件、上半期想
定1026件）となっている。ま
た、設問形式により電子申請
を利用できない件について
も、独自で回答フォームを作
成したものもあり（回答数約
380件）、電子オフィスの推進
はされていると考える。

情報推進課

3-2 予算編成

①望ましい環
境像の実現を
支える行財政
運営　②エコ
オフィスの推
進

環境に配慮しつつ、効率的
な行政経営を目指した予算
編成

①選択と集中による効率的・
効果的な行政経営を目指した
予算編成
②環境基本計画（望ましい環
境像）の実現に向けた施策へ
の予算配分
③予算編成事務の効率化

①効率的・効果的な行政経営
②環境基本計画（望ましい環境
像）の実現に向けた施策実施
③持続的で安定的な財政基盤の
確立
④予算編成事務量の削減

財政課

3-2
電子申請の利
用拡大

3-2 庁舎管理
地球温暖化対
策

地球を守る
・電気量の削減
・燃料使用量の削減
・コピーの使用枚数の削減

・前年度の使用量より削減
公有財産管理
課

3-2
税務業務の効
率的運営

eL-TAXサー
ビスの拡充の
取り組みとエ
コオフィスの
推進

eL-TAXサービスの拡充によ
る業務の改善及び市民サー
ビスの向上とエコオフィスの
推進

利用事業主、税理士への通
知の送付や広報うえだ、市の
ホームページ・行政チャンネ
ル等を活用したeL-TAXの利
用推進。

申告におけるeL-TAXサービスの
利用件数割合
　法人市民税　    45%
  給与支払報告書　30%
　償却資産        10%

税務課

3-2
印刷物の見直
し

印刷物の数
量、印刷内容
の見直しによ
る環境負荷の
低減

印刷物の発注に当っては、
常に仕様内容を検討する。

・各種印刷物の作成

・発注数量（概ね１年間の必要量を
発注する）
・紙面の有効活用（利用者に分か
りやすい紙面への工夫を図る）

3-2

新エネルギー
活用施設（太
陽光発電・太
陽熱利用施
設）設置補助

エネルギーの
有効利用

新エネルギー・省エネルギー
に関する補助や情報提供を
進めます。

新エネルギー活用施設に対
する補助金交付

目標　543件（上田地域のみ）

雨水貯留施設
設置補助

水資源の保全
雨水貯留施設に関する補助
や情報提供を進めます。

雨水貯留施設に対する補助
の実施

補助金交付件数　25件

市民課

生活環境課◎
上田地域の8月末の補助実
績は409件（光405件、熱４件）
となっています。

◎ 生活環境課3-2

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

4,000
694

-29,654

5,692
16,000
10,163
587,032

24年度
上半期の使用量の比較

コピー 9,249 8,313 -936

142

差引（24-23）

29,097
339

29,959
0

862
-339

電気

23年度

5,550
12,000
9,469

616,686

ガソリン

軽油
Ａ重油
都市ガス

灯油
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

27

34

上
半
期
報
告
時
に
提
出

35

37

39

41

42

福祉課

◎

ISOニュースで各所属の環境
への取組みを紹介したり、緑
のカーテンの様子を紹介し職
員への環境への意識啓発を
図りました。
夏の省エネ対策では、エコオ
フィスの更なる推進を職員に
呼び掛けたり、ピークカット
チャレンジとしてランチシフト
を行うなど、温室効果ガス排
出抑制や電気使用量の抑制
を職員に呼びかけました。
　緑のカーテンの効果は、庁
舎の冷房は一括管理のため
あまり期待はできないもの
の、市民への啓発になってい
ると考えます。HPで上田市の
取組みの様子を紹介しまし
た。

○

６月に全入居者に送付した通
知に、「節電、節水を呼びける
言葉」を刷り込み、環境啓発
に努めた。
口座振替率については、入居
説明会の際に奨励を行った
結果、新規入居者は100%と
なった。全体では、８月末現
在85.3%である。

印刷物・コ
ピー用紙の削
減による環境
配慮

印刷物・コピー用紙の削減 24年度コピー枚数　180000枚 ○

◎

平成２３年度雇用促進室のエ
コオフィス環境目的として、コ
ピー用紙の削減及び可燃ご
みの減量の普及促進による
エコオフィスの推進を環境目
標として取組んでまいりまし
た。上半期の進捗状況は、８
月までのコピーの使用枚数は
9,861枚となり、ほぼ予定どお
りとなっています。
　また、可燃ごみ減量による
環境配慮については、リサイ
クル化や分別を雇用促進室
において周知徹底し、可燃ご
みの減量に努めています。

◎
24年度のコピー枚数目標値
を事務室内に掲示し、コピー
枚数の抑制に取りくんだ。

◎

建替整備する神科第一保育
園及び神川第一、第二統合
保育園においても、太陽光発
電設備を設置する方針で計

画している。

◎

上半期
の状況

上半期の進捗状況

3-2

3-2

エコオフィスう
えだ（上田市
役所地球温暖
化防止実行計
画）の推進

地球環境の保
全・行政の率
先行動

市役所庁舎内などの市の活
動に伴う温室効果ガスの排
出量抑制を推進します。

・「第二次上田市役所地球温
暖化防止実行計画」の推進を
図る。

全庁舎の温室効果ガス総排出量 生活環境課

①環境負荷の
低減（口座振
替の推進、入
居者への環境
啓発）

事務事業の効率化と環境啓
発

①全入居者通知の機会（年２
回）に口座振
　替利用の奨励と環境啓発文
を掲載

口座振替率　87.00％以上

◎ ７月館内掲示

住　宅　課

3-2
環境への負荷
の低減に係る
啓発事業

利用者への環
境負荷低減活
動の啓発

エコオフィスうえだ推進活動
のPRと啓発を兼ねた館内掲
示

地球環境保護意識の高揚と
同時に点字図書館のランニン
グコスト削減のため「上田市
役所地球温暖化防止実行計
画」に基づく環境負荷の低減
活動のPRと協力を兼ねた啓
発（館内掲示）を行う

点字図書館

3-2
市営住宅の管
理

3-2

国民健康保
険、高齢者医
療保険、国民
年金の各事業
全般にわたる
事務事業

エコオフィスの
徹底による環
境への配慮

節電、コピー用紙、紙ごみの
削減

コピー用紙の削減化
  ・裏紙、2in1コピーの活用
  ・リサイクルの徹底による可
燃ごみ排出の抑制

24年度のコピー枚数目標
１１６，０００枚（22・23年度平均値）

国保年金課

3-2
太陽光発電設
備の設置

新エネルギー
事業の推進及
び環境教育の
推進

公共施設における太陽光発
電の導入を促進し、併せて
環境意識の啓発を治図る

保育施設の改築建替えに伴
う太陽光発電設備設置を検
討する

設備設置の園数（今後改築や建替
えをする全施設への設置を目指
す）

保育課

3-2
「新技術等開
発事業」助成
金

廃棄物の減量
と資源再利用
の促進　エネ
ルギーの有効
利用

環境にやさしい「新技術等の
開発」を行った業者に対し応
援します。

事業者への補助事業制度の
周知を事業所訪問で行う。

事業所訪問で説明20件
（制度の主旨・目的）

商工課

雇用促進室3-2

コピー用紙の
削減及び可燃
ごみの減量に
ついて

エコオフィスの
推進

コピー用紙の削減及び可燃
ごみの減量の普及促進によ
るエコオフィスの推進

コピー用紙の削減及び可燃
ごみ減量の促進

コピー用紙の削減については、前
年度を下回るよう周知徹底する

今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

43

67

76

77

78

49

70

①月１回の指導委員会で、食
育・給食の献立と反省・食品
残渣等について協議できた。
②代替燃料（BDF)の利用は
昨年度と同じくらいの使用量
になる見込み。
③食品残渣の量は毎月学校
に報告し、現状認識を共有し
ながら減量に努めた結果、昨
年度は大幅な減量ができた。
今年も昨年を下まわった数値
で推移している。

◎

センターへの施設見学は7校
（285名）PTAの試食会は3回
（108名）実施。学校への訪問
は1・2年生を対象に5月～6月
に実施した。
毎月1回の給食指導委員会も
開催。
残渣量は猛暑の影響で多め
だった。地元産野菜・BDF燃
料は順調に進んでいる。

◎

・総合版パンフレットは約4万
冊を配布した。
・観光課が印刷するパンフ
レット、チラシ、ポスターすべ
てにQRコードを印刷してい
る。

◎

◎

・新任担当者対象研修会
   １回実施
　　（5/30)　参加者38名
・財務会計システム研修会
（小中学校事務職員対象）
   1回実施
　　（6/4)　　参加者36名
・財務会計事務担当者研修
会
   3回実施
　　（7/23・24）参加者76名

◎
　設置工事の発注に向け、現
在準備中である。

◎

上半期は、4月に千本桜祭り
とのタイアップした企画展を実
施したため、入館者が大幅に
増加。一人当りの電気量
3.07kwhで目標を達成。
【上半期】 入館者数20,314
人、電力使用総量62,394kwh

上半期の進捗状況

①②　食品残渣の発生量
③　　地元産農産物の使用量
④　　BDF燃料の使用量

第二学校給食
センター

3-2
給食業務の環
境への取り組
み

食品廃棄物の
抑制と再利用

環境にやさしく、安全で安心
なおいしい給食づくり

①食品残渣減少の取り組み
（残菜調査、学校訪問、児童・
保護者へのPR）
②食品残渣の飼料としての利
用
③地元農産物の使用
④BDF燃料の使用量

3-2
池波正太郎真
田太平記館の
管理運営

①利用者への
環境啓発　②
エコオフィスの
推進(一人当り
の電気･水道
量等の削減）

電気等の節減と入館者数の
増加(環境啓発とエコオフィス
の推進）

①環境啓発に関するポスター
等の掲示
②入館者増加により、一人当
りの光熱水費の抑制
③光熱水費の節減（節電の
徹底、施設内の適正な温度
管理）
④来館者向け環境啓発の具
体的取組み検討

①②入館者数年間３万人以上。一
人当りの電気量５ｋｗｈ以下。

池波正太郎真
田太平記館

3-2
財務会計事務
の改善

環境に配慮し
た事務事業の
改善

財務会計事務の向上による
紙使用量の削減を図る。

①例年実施する研修会の開
催
②不適正帳票率の最小化
③支払伝票の削減

・不適正帳票率・・・4.0%
　＊新しい財務会計システムへの
移行により、一時的に不適正率が
高くなると予想される。

会計課

3-2
小中学校改築
事業

地球温暖化防
止活動の推進

環境にやさしい学校づくり
（太陽光発電システムなどの
導入検討）

清明小学校への太陽光発電
システムの導入

太陽光発電システム(10Kwh)の設
置

教育総務課

3-2
給食の調理及
び配送

廃棄物排出量
の抑制

環境にやさしい給食作りと配
送業務（食品残渣の減少と
BDF燃料の利用）

①おいしい給食づくり
②配送車にBDFを利用
③地産地消（地元産農産物
の使用）
④残菜量の削減

①指導委員会における意見集約
②BDFの利用量
③地元産農産物の使用量
④残菜量の調査・減量指導、畜産
飼料への活用

第一学校給食
センター

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環　境　保　全　項　目 地域資源を有効利用する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

3-3

ホームペー
ジ、QRコード
を使用した観
光案内

地球環境の提
言を考えた観
光案内をしま
す。

ホームページ、QRコードを積
極的に使用した観光案内を
行う。

パンフレット・ポスター全てに
QRコードを入れる。

総合パンフレットには総合版、ダイ
ジェスト版の２種類があり、その全
てにQRコードを入れる。

別紙様式Ｇ１のとおり 建築課

観光課

◎

上半期において実施設計10
件及び工事32件を発注し、環
境へ配慮した設計及び施工
に努めている。

3-3 施設建設事業
資源を活かし
た公共工事を
推進する。

建設工事にあたり、環境に
配慮した計画・設計及び工
事施工に努める。

１計画・設計における環境配
慮
２工事施工における環境配慮

効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

環　境　保　全　項　目 地球温暖化防止活動を推進する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

95

97

98

99

100

101

58

59

60

61 ◎

・里山整備ボランティアは、5
月1回、6月1回、7月2回、8月
1回の計5回実施。
・5月には、里山体験ウォーキ
ングを実施。

◎

・夏花苗配布は、6月に74,799
本配布済。
・秋花苗配布についても、10
月上旬に61,000本配布の予
定で準備中。

◎

・花の種銀行の口座開設者
は、8月末現在で769人（8/31
現在）。
・花づくり講習会は、5月と8月
に実施済。

◎

・来館者は、４月～８月までに
2,925人であった。
・講座等も予定どおり実施さ
れている。

◎

・桜堤整備工事は、8月末入
札、9月上旬に契約予定。
・リバーサイド街区公園及び
上田城跡公園バリアフリー化
工事は、庁内調整、文化庁協
議等により、10月下旬発注予
定。

◎

・来館者は、４月～８月までに
1,870人であった。
・教室等も予定どおり実施さ
れている

◎

・来館者は、４月～８月までに
21,041人であった。
・教室等も予定どおり実施さ
れている。

５月に啓発分を館内・ホール
に掲示
事務の効率化（全体の３分の
１以上を納付書による納付を
目標とする）

◎

・来館者は、４月～８月までに
41,010人であった。
・教室等も予定どおり実施さ
れている。

◎

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環　境　保　全　項　目 歴史・文化を未来に引き継ぐ

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

市民会館

4-1
文化財の保
存・整備

指定文化財の
保存・整備に
努めるととも
に指定文化財
の増加に努め
る。

文化財の調査・指定・保存・
活用・後継者育成

指定文化財及び歴史的建造
物の国の文化財原簿への登
録の推進

文化財及び歴史的建造物の国の
文化財原簿への２件以上の登録

○

文化財保護審議会を開催し、
文化財の指定について諮問
物件についての審議を行っ
た。

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

歴史・文化的遺産とのふれ
あいの場の創出

➀博物館講座ほか左記のと
おり
②観覧券・しおり・ポスター・
チラシ等の作成に際して古紙
配合紙・大豆油インクを使用
する。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

文化振興課

4-1
環境への負荷
の低減に係る
啓発事業

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ。　地域の
歴史・文化・誇
りを次世代に
伝える。

利用者への環境啓発（掲
示）・事務の効率化の推進

「上田市役所地球温暖化防
止実行計画」に基づく環境負
荷の低減活動のＰＲと協力を
兼ねた啓発（館内掲示）を行
う。
事務の効率化（納付書の活
用）を図る。

博物館

4-1 博物館の運営
歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

歴史・文化的遺産とのふれ
あいの場の創出

➀茶道教室ほか左記のとお
り
②しおり・チラシ等の作成に
際して古紙配合紙・大豆油イ
ンクを使用する。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

武石ともしび
博物館

4-1 博物館の運営

4-1 記念館の運営
歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

歴史・文化的遺産とのふれ
あいの場の創出

➀美術教室ほか左記のとお
り
②しおり・チラシ等の作成に
際して古紙配合紙・大豆油イ
ンクを使用する。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

山本鼎記念館

4-1
信濃国分寺資
料館の運営

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

①歴史・文化的遺産とのふ
れあいの場の創出
②環境にやさしい施設運営
（リサイクルを推進し廃棄物
の減量を図る）

①史跡見学会ほか左記のと
おり
②公園の剪定された樹木の
チップ化、落ち葉の腐葉土化
など

①来館者数
②リサイクル率100％

信濃国分寺資
料館

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環　境　保　全　項　目 緑あふれるまちをつくる

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

4-2 公園の建設
緑あふれるま
ちをつくる

公園の整備を促進する。

①　リバーサイド街区公園整
備　0.11ha
②　桜堤整備工事
③　上田城跡公園バリアフ
リー化工事　園路舗装

旧上田地域の一人当たり都市公
園面積を13.52㎡/人とする。

公園緑地課

4-2
花と緑のまち
づくり推進事
業の実施（１）

緑あふれるま
ちをつくる

緑化の推進 ・花苗配布　127,000本　①②
・地域自治会等に配布する花苗本
数（127,000本）

公園緑地課

4-2
花と緑のまち
づくり推進事
業の実施（２）

緑あふれるま
ちをつくる

緑化の推進

・花の種銀行　口座開設者数
764人　①
・種から育てる花づくり講習会
の開催3回　②③④

・花の種銀行会員数（延べ口座開
設者　770人）
・花づくり講習会　開催回数　年間
3回

公園緑地課

4-2

緑地の保全
（染屋台グ
リーンベルト
保全事業）

緑あふれるま
ちをつくる

緑地の保全 里山整備ボランティア　年７回

市街地近郊の貴重な自然環境を
形成している染屋台グリーンベルト
を環境保全（地球温暖化防止、
ヒートアイランド現象の緩和）の面
から積極的に保全をする必要があ
ることから、上記事業を実施し、市
民の理解を深める。

公園緑地課
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

19

31

51

52

53

54

55

56

57

◎

・犬の飼い方チラシの配布、
自治会等へ犬のふんの看板
を配布。
・前年度9月末で苦情件数41
件であったところ、今年度は
23件であり、苦情は減少して
いる。

◎
２４年８月末
放置自転車撤去件数
１２９件

○ ・実施場所について検討中。

◎
・景観計画素案について住民
説明会及びパブリックコメント
を実施した。

◎

自治会の活動・市職員による
ゴミゼロ運動を予定通り実施
しました。参加人数は述べ
11,885人となっています。

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環　境　保　全　項　目 調和のとれた美しい景観を保つ

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

4-3 環境美化活動
うるおいやゆ
とりある都市
空間の形成

地域美化活動を推進します

・広報・庁内掲示板への掲載
・ゴミゼロ運動の実施(県下一
斉に年1回)
・環境美化監視員によるパト
ロール・ポイ捨て防止チラシ
を配布（成人式）
・河川清掃　年２回
・河川愛護活動の実施

・主要河川の清掃実施(春・秋２回)
・下排水路の清掃実施(春・秋２回)
・ゴミゼロ運動の参加者人数　１０,
０００人
・河川活動をした団体数　５２団体
・環境美化監視員によるパトロー
ル回数　月3回
・ポイ捨て防止啓発チラシの配布
最低１回

生活環境課

4-3
犬猫の糞尿害
対策

うるおいやゆ
とりある都市
空間の形成

犬猫の糞尿害等に対する対
策を推進します。

犬猫の正しい飼育方法の周
知　　　　　　　　　　自治会によ
る周知・看板設置の協力依頼
（随時）

苦情件数　５０件以下 生活環境課

4-3
放置自転車の
撤去及び処分

環境にやさし
い都市基盤・
都市施設の整
備

上田駅周辺の放置禁止区域
における自転車等の駐車を
なくします。

放置禁止区域における警告
書の貼付

放置自転車撤去件数　年400台以
下

管理課

4-3
歩道のバリア
フリー化

調和のとれた
美しい景観を
保つ

歩道のバリアフリー化を推進
します｡

･歩道新設　L＝1,500m
・繰越分の早期完成を目指
し、本年度分の早期
  発注に心がける｡

･工事の完了実績による｡ 土木課

4-3 景観形成事業
緑あふれるま
ちをつくる

生垣設置の補助を行い、緑
化の推進を図ります。

・市広報、行政チャンネル等
でのPR
・補助件数15件（予定）

・補助金を出した生垣の延長
（本年度延長150ｍ）

◎
・申請件数16件
・生垣総延長156.9メートル
・交付決定額666,009円

景観形成市民団体数、及びアダプ
トシステム協定箇所数（各１）

都市計画課

都市計画課

○
・協定締結に向けた地域を検
討中。

4-3 景観形成事業
調和のとれた
美しい景観を
保つ

景観形成市民団体等の認定
アダプトシステム協定を取り
交わす地域住民団体等の検
討

都市計画課4-3 景観形成事業
調和のとれた
美しい景観を
保つ

住民協定の締結を推進し、
優れた街なみの形成を図り
ます。

住民協定締結の誘導に向け
地区の検討

認定数（１）

4-3 景観形成事業
調和のとれた
美しい景観を
保つ

市民・事業者に対する景観
づくりの意識啓発をします。

景観ウォッチングの実施　２
回

景観ウオッチングの実施回数（２
回）

都市計画課

良好な景観の形成及び保全
を推進するため、上田市景
観計画を策定します。

・景観審議会、都市計画審議
会、パブリックコメント、住民
説明会により素案の審議。
・景観条例の改正
・景観計画の策定

今年度の事業の具体的な施策や
手段の進捗状況

都市計画課4-3 景観形成事業
上田市景観計
画の策定

◎
・計画路線　8路線中　4路線
L=850ｍを実施した

○
・協定締結の誘導に向けた地
区を検討中。
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6

18

25

28

38

69

79

80

81 ◎
6月15日「YAっHO-43号」発行
（17,000部）「ホタルの一生」に
ついて特集記事を掲載した。

◎

◎

各保育園・幼稚園で「ぱっく
ん」を活用して環境教育を
行っている。

 上半期での事業計画なし

◎

・企画運営会議3回実施
・体験学習(駅前清掃1回、別
所線各駅1回)実施
・打ち水大作戦実施

○

・小学４年生を対象に学校を
とおしこどもエコガイドを配
布。各学校において環境教育
をしていただきました。
・7～9月に環境家計簿へ取
組んでいただけるよう、広報
等で市民に呼び掛けるととも
に、公立保育園、幼稚園の年
長児家庭に取り組んでいただ
けるよう、配布しました。
取組結果は１０月以降に提出
いただきます。
・こどもエコクラブへの参加団
体が減少していることから、
保育園や学校を通じて登録を
呼びかける必要がある。

◎

毎週水曜日のリサイクル回収
について、センター外構工事
中でしたが、回収場所を変更
しながら休まず実施し、掲示
文書等で啓発を行った。

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい人を育む

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

5-1
地域福祉の調
整及び推進に
関すること

環境教育の推
進

地域内の住民や各種団体に
向けた環境啓発等の推進

①毎水曜日のリサイクル回収
(ビン・缶)時での啓発。
②地域協議会における地域
(環境)課題に対する対応。
　「わがまち魅力アップ応援事
業」の受付
③自治会要望の取りまとめと
本庁との調整(環境関連)
④窓口での転入者等へのゴ
ミ回収等の指導

①リサイクル回収の回数
②環境活動や啓発の数等

川西地域自治
センター

5-1
女性団体の育
成・支援や講
座の主催

環境教育の推
進

環境に対する意識の啓発を
図る

1　住民環境啓発
2　エコ料理講座の開催（地産
地消や料理法の工夫による
廃棄物の抑制）
3　団体の活動の育成・支援

エコ料理講座の満足度90パーセン
ト以上

人権男女共同
参画課

5-1
うえだ環境市
民会議に関す
る事務

パートナー
シップの構築

うえだ環境市民会議を開催
し、市民、事業者、行政との
パートナーシップにより環境
改善活動を推進します

うえだ環境市民会議の開催
環境改善活動への支援・協力
　活動が円滑にできること

生活環境課

5-1
環境教育の推
進

環境を思いや
る人があふれ
るまちを目指
します

保育園・小中学校・家庭・地
域での環境教育・環境学習
活動へ支援・協力をします

こどもエコクラブの周知及び
登録クラブへの支援・協力
こどもエコガイドの配布（小学
４年生対象）
保育園・学校・地域への環境
教育等の支援・協力
環境家計簿
アイドリング・ストップ運動の
推進

生活環境課

5-1
環境にやさし
い保育園づく
り

環境教育の推
進

保育園での環境教育・環境
活動を推進し、環境に対する
意識啓発を図る

「ぱっくん」を使い、生ごみを
土に還す事を環境教育として
推進する。

搬出生ごみの減量
堆肥として菜園等での利用
園児・保護者が興味を示すこと

保育課

5-1
水環境の保全
を図る

水環境の保全のための啓発
活動を行うと共に、保全活動
も行う

住民環境啓発 経営管理課

5-1
環境にやさし
い学校づくり
事業

環境にやさし
い人を育む

学校での環境教育・環境学
習活動を推進します

・光熱水費削減の取り組み結
果を評価し、環境教育の推進
に資するための予算を各学
校へ追加配当する。

・光熱水費の削減量
・学校ＩＳＯ計画を全小中学校で作
成し、実行する

学校教育課

5-1 学童農園事業
環境にやさし
い人を育む

学校での環境教育・環境学
習活動を推進します

・児童による田植えは、協力
者、地方事務所の指導による
手植え。
・夏場はあぜ等の草取りを中
心に田の管理を行う。
・収穫は手刈りで行い、はぜ
にかけ天日乾燥する。
・脱穀、わらまき等も児童が
主となって行う。
・収穫祭に協力者を招き、全
員で収穫を祝う。

・上田地域小学校（１６校）の
  ５年生１，１８６人
・平成２４年度の耕作面積
  １６，２１０㎡
　（保全農地面積）

学校教育課

5-1
ＹＡっＨＯ－の
発行

環境問題など
について掲載
し、子どもや
親の意識啓発

環境記事・情報を年１回以上
掲載する。

記事・情報として、環境問題
などについて掲載し、子ども
や親への意識啓発の機会と
する｡

環境記事・情報を年１回以上掲載
する。

生涯学習課

◎

・館内の冷房設定温度のサイ
ンを新しくして、徹底を来館者
に呼びかけた。
・上田市連合婦人会の戸田
市視察）を支援した。（戸田市
リサイクルフラワーセンター、
戸田市役所環境クリーン室）

◎
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

82

83

84

85

86

87

88

89

90

△
諸事情により中止となりまし
た。

◎

◎

◎

◎

７月１８日（水）木祖村水木沢
天然林で自然観察会を実施
した。30名の参加があり環境
問題の意識の向上を計った。

◎
各講座をほぼ予定通り実施し
ました。受講者数は延べ１３５
人（8月末現在）

◎

○野外活動講習会を予定通
り5回実施・・・延べ参加者57
名
・6月23日「青竹クーヘン作り」
実施
・7月28日「自然観察」実施
・8月11日「安全講習」
・8月25日「登山」実施
・9月15日「キャンプ」実施

◎

若干当初の予定から変更が
あったものの、屋外でのイベ
ントは、すべて天候に恵まれ
中止もなく、屋内でのイベント
も計画通り順調に進んでい
る。

◎

○教室を1回実施
・7月14日「のびのび川遊び体
験教室」・・・川増水のため中
止
・9月8日「里山での野外活動
体験教室」・・・実施。6育成
会、62名。

上半期の進捗状況 担当課
環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい人を育む

5-1
自然活動体験
教室事業

川遊びやキャ
ンプを通じて、
身近な自然と
のふれあい

自然体験活動事業を年３回
実施する。

千曲川、市民の森等での川
遊び、野外体験活動を通じ
て、市民に身近な自然とのふ
れあいを体験してもらう。

自然活動体験事業を年３回開催す
る。

生涯学習課

5-1
地域青少年育
成指導者養成
講座

子ども向けの
レクリエーショ
ンや野外体験
活動などの指
導者を養成す
る。

ネイチャーゲーム、野外活動
全般の講習会等を年５回以
上開催する。

青竹クーヘン作り、自然観
察、安全講習、登山、キャン
プ実習の各講座を開催する。

自然体験活動全般の講習会等を
年５回以上開催する。

生涯学習課

5-1
各種講座・里
山づくり支援

地域における
環境保全活動
及び住民への
環境啓発の推
進

市民の環境に関する意識の
啓発を図っていく。

１　環境教室の実施
　・旬の野菜を使った料理教
室（年12回）
　・自然に親しむ講習会（年4
回）
　・太郎山自然観察会（年2
回）・ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞｮﾝ講座（年4
回）
２　団体等への支援
　・里山づくり支援事業（年6
回）

・すぐに効果は期待できないが、住
民の環境に対する意識を高める。

西部公民館

5-1
公民館各種講
座事務

環境教育の推
進

自然観察をテーマとする講
座を開催し、市民の環境問
題に対する意識の啓発を図
る。

自然観察をテーマとした講座
の開設：３講座
「公民館だより」を中心に参加
者を募集
その他環境関係に関する講
座の開催

開催講座数
参加者の満足度

城南公民館・
解放会館

5-1
公民館各種講
座事務

環境教育の推
進

環境問題に関する講座を開
設し、市民の環境に関する
意識の啓発を図ります

自然観察講座　4回
野鳥観察講座　2回
水生生物観察講座　1回
工作教室　2回
人生いきいき講座4回

青少年・成人教育で環境に関する
講座を開催し、環境に対する意識
を高める
目標講座数　延べ１３講座
参加者数　　２００人

上野が丘公民
館

5-1

地域デザイン
講座①「地域
に緑の連続性
を」

環境教育の推
進

環境問題に関する講座を開
催し、市民の環境に対しての
意識の啓発を図ります。

①「塩田に適した植栽とプロ
が教える花の育て方～地域
に緑の連続性を～」と題し、こ
の土地の気候、風土に適した
植栽や緑の連続性との関係
を知っていただく。
②自然環境の大切さを知り、
地球温暖化防止への第一歩
にしていただく。
③里山講座を行う。

①参加者延べ人数　1講座30人
②参加者の満足度　70％
　　参加者アンケートの結果から

塩田公民館・
解放会館

5-1
「夏休み川遊
びｉｎ神川」

未来を担う子
どもたちに対
し環境の大切
さを伝える。

清流のすばらしさ、自然環境
の大切さを、子どもたちの記
憶に残す。

 信州上田千曲川少年団、Ｎ
ＰＯ法人信州いわなの学校等
の市民団体と一緒に、塩田平
に関係深い千曲川の支流・神
川で、遊びながら川に親しみ
清流のす
ばらしさ、自然環境の大切さ
をを感じてもらい記憶に残る
機会とする。

①参加者延べ人数　1講座30人
②参加者の満足度　70％
　　参加者アンケートの結果から

塩田公民館・
解放会館

5-1
「災害発生！
夏休みサバイ
バル訓練！」

未来を担う子
どもたちに対
し環境の大切
さを伝える。

自然環境の大切さを、子ども
たちの記憶に残す。

①「災害発生！夏休みサバイ
バル訓練！」と題し、公民館
を避難所と想定し、避難所体
験をする。
②その中で、川等の水から飲
み水を確保する訓練を通じ水
の大切さを知る。
③真っ暗な中で手作りランプ
で過ごし明かりの有難さを感
じてもらい地球温暖化防止へ
の一歩とする。

①参加者延べ人数　1講座30人
②参加者の満足度　70％
　　参加者アンケートの結果から

塩田公民館・
解放会館

5-1

しおだっ子
自然観察ツ
アー｢冬の菅
平高原でス
ノーシューハ
イキング」

未来を担う子
どもたちに対
し環境の大切
さを伝える。

自然の厳しさ、豊かさを知り
自然環境の大切さを子ども
たちの記憶に残す。

信州上田千曲川少年団、ＮＰ
Ｏ法人信州いわなの学校等
の市民団体と一緒に、神川の
源流、菅平高原で、遊びなが
ら自然に親しむとともに、自然
の厳しさ、豊かさを知り、自然
環境の大切さを感じてもらい
記憶に残る機会とする。

①参加者延べ人数　1講座30人
②参加者の満足度　70％
　　参加者アンケートの結果から

塩田公民館・
解放会館

上半期
の状況
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平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

91

92

93

94

102

103

104 ◎
24年度上半期の状況
（4月～8月）
利用者数　　61,224人

◎

◎

24年度上半期の状況
（4月～8月）
①利用者数　　61,224人
②水道使用量　17,810㎥
③灯油量　　0㍑
④収入　　7,510千円

◎

・環境月間中に環境コーナー
を設け、環境関係の本、雑
誌、絵本などを展示した。
・新年度購入本「原発避難
論」「省エネの大研究」「緑の
カーテンのつくり方」他4冊
・自然エネルギー上小ネットと
協働し、情報スタンド「エネル
ギー・カフェ」を設置したり、情
報交流会を毎月開催してい
る。個別相談は今のところ相
談者なし。

◎
「上田城跡能」のチラシ、パン
フレットに再生紙及び大豆イ
ンクを使用した。

◎

1 住民環境啓発は実施済み
2 講座実施
① 里山講座　６回中３回実施
済み
③ 川西こども広場　３回中１
回実施済み
④ 親子自然観察会　実施済
み

◎

6月の環境月間に合わせて、
テーマ本の展示コーナーに環
境に関する本を展示し、市民
に啓発を図った。

今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい人を育む

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標

5-1
公民館各種講
座事業

環境教育の推
進

環境教育の推進を図り、市
民の環境に対する意識の啓
発を図る。

1　住民環境啓発
2　講座実施
①　里山実践講座
　　　　６回　定員18人
②　ガーデニング講座
　　　　６回　定員20人
③　川西こども広場
　　　　３回　定員なし
④　親子自然観察会
　　　　 １回  定員16人

1　啓発回数　　「ひろば」啓発５回
2　講座参加者　延べ人数２５０人

川西公民館

5-1
環境負荷低減
の啓発事業

環境教育の推
進

啓発活動を通じて環境保全
の理解を深める。

６月の環境月間にあわせ小
中学校向けに本の紹介、テー
マ本展示コーナーに環境関
係の本を展示し、市民に啓発
する。11月の図書館まつりで
は本のリサイクル市などを行
い、本の有効利用を図る。

上田図書館

5-1
環境負荷低減
の啓発事業

環境教育の推
進

本の紹介及び展示

環境月間中、テーマ本コー
ナーに環境関係の図書類の
展示を行う。
自然エネルギー上小ネットと
協働し、環境関係の資料の掲
示や個別相談を実施し、ま
た、情報交流会等も開催す
る。

展示関連本の貸出数・レファレンス
数

上田情報ライ
ブラリー

5-1
文化芸術振興
事業

チラシ・パンフ
レット印刷に
伴う環境配慮

市民の環境に対する意識の
啓発

文化芸術振興事業に関する
チラシ・パンフレット等印刷物
に環境に対する啓発の文言
を加える。

チラシ・パンフレット等印刷物に啓
発文言の記載　１００％

文化振興課

5-1
各種大会等パ
ンフレットの作
成

ごみ減量の促
進

大会参加者等と協力して、ゴ
ミの減量に努めます。

各種大会等 大会終了時のゴミ残量
スポーツ推進
課

5-1
自然を守り、
環境美化活動

自然を大切に
し、環境にや
さしい人を育
む

利用者への環境啓発

１、周辺の森林下草刈で、樹
木の活性化。
２、環境美化啓発。
３、利用しやすい施設及び環
境づくり。

①利用者数。
②水道使用量。
③灯油量削減。

自然運動公園
管理事務所

5-1
環境への負荷
の低減に係る
啓発事業

利用者への環
境負荷低減活
動の啓発

エコオフィスうえだ推進活動
のＰＲと啓発を兼ねた館内掲
示

地球環境保護意識の高揚と
同時に自然運動公園管理施
設のランニングコスト削減の
ため「上田市役所地球温暖化
防止実行計画」に基づく環境
負荷の低減活動のＰＲと協力
を兼ねた啓発（館内掲示）を
行う。

施設利用者数
自然運動公園
管理事務所

上半期
の状況

上半期の進捗状況
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1

4

10

26

29

30

40

96 ◎

市指定文化財のマダラヤンマ
とその生息地の保護パトロー
ルは、地元のボランティアで
予定通り実施した。

◎
実行委員会の開催、ポスター
等の配布

◎

◎

１　広報うえだを活用した環境
啓発活動
①啓発記事のページ数
　　　　　　　　　・・・4ページ
２　市公式ＨＰを活用した環境
啓発活動
①環境啓発記事へのアクセ
ス数
　　　　　　　　・・・898アクセス
３　行政チャンネルを活用した
環境啓発活動
①環境啓発関係の番組数
　　　　　　　　　　　・・・1番組

◎

・夏の節電対策について広報
うえだやHPに掲載し市民に取
組みを呼びかけました。
（6月1日号　環境月間、省エ
ネのポイント、6月16日号　環
境家計簿、7月16日　打ち水
大作戦）
・緑のカーテンに取り組んで
いただけるよう、種を無償配
布しました。結果はアンケート
が返却されてからとなります。
4月16日号広報うえだや文字
放送、テレビ版広報うえだで
募集。

◎

(目標)平成24年度…各戸配
布 195件　回覧文書 195件
に対し、8月末で… 各戸配布
89件　回覧文書  74件

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境にやさしい地域を育む

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

物的効果がすぐに現れることは、
取り組む事業により異なるが、市
民の意識が環境保全活動に向くこ
とが目標。

塩田地域自治
センター

5-2
自治会関連事
務

環境にやさし
いまちづくり

自治会定期送達の各課個別
配布は、極力広報うえだに
掲載し、各戸配布を回覧に
するよう指導する。また、必
要回覧数と配布数を常に把
握、周知徹底することによる
無駄の排除。

1 月2回の庁内への周知徹底
2 配布数、回覧数の変更報
告受付
3 配布数、回覧数の庁内周
知徹底

◆ 無駄を排除した、適正回覧数・
配布数の的確な把握と周知徹底
の実施

◎
・計画した事業は、市、自治
会（自治会連合会）と協調し
順調に推移している。

環境啓発の実
施

環境啓発の実施

①広報うえだを活用した環境
啓発活動
②市公式ＨＰを活用した環境
啓発活動
③行政チャンネルを活用した
環境啓発活動

①啓発記事のページ数
②環境関連記事へのアクセス数
③環境啓発関係の番組数

市民参加・協
働推進課

5-2
地域環境保全
活動の推進

自然環境の保
全と地域産業
との調和

塩田地域における環境啓発
の推進

主に自治会単位ごとに環境
保全活動を実施。地区自治
会連合会等諸団体や行政と
連携して活動を推進。

秘書課

5-2
環境関連情報
に関すること
（情報の発信）

環境情報シス
テムの整備

環境関連情報を発信しま
す。

・ホームページの作成・更新
・広報等へ関連記事を掲載
・各課の通知文書やチラシ等
に、環境関連のマーク・文言
を加えるよう、機会をとらえて
依頼する。

各種機会を捉え、環境について記
事をまとめ、大きく広報に載せる。

生活環境課

5-2

①来場者数　1,000人
②アンケートによる来場者満足度
90％以上

生活環境課

5-2
ＩＳＯ１４００１
普及啓発

地球環境の保
全

ＩＳＯ１４００１などの、事業者
に対する環境マネジメントシ
ステムに関する情報を提供
し、支援します。

うえだ環境ＩＳＯネットワーク・
長野県環境保全協会上小支
部の活動などを通して、企業
との情報交換・各種事業の実
施

･各イベントの際に協力して実施す
ること

◎

うえだ環境ＩＳＯネットワークや
長野県環境保全協会上小支
部の活動などを通して、企業
との情報交換を行いました。
各種イベントへの協力等は下
半期での活動となります。

環境にやさし
い地域を育む

ISO1400等をはじめとする国
際規格の取得に要した経費
を助成することで、市内事業
者の環境意識の向上を醸成
する。

事業者への補助事業制度の
周知を事業所訪問で行う。

事業所訪問で説明10件
（制度の主旨・目的）

生活環境課

5-2
うえだ環境
フェア（消費生
活展）の開催

廃棄物の減量
と資源再利用
の促進

各種団体と協力して、廃棄物
の減量と資源再利用の促進
に努めます。

うえだ環境フェアの開催
　１０月２０日　（土）

商工課

5-2
天然記念物の
保護

天然記念物の
保護及び生息
地の環境保全
に努める

天然記念物の保護パトロー
ルの実施及び生息地の環境
保全に対する啓発

天然記念物の保護パトロー
ルの実施及び生息地の環境
保全に対する啓発

・天然記念物の増加
　　マダラヤンマ・ミヤマモンキチョ
ウ
　　ミヤマシロチョウ・ベニヒカゲ等
　・食草であるクロマメノキの保護

文化振興課

5-2
「国際規格審
査登録事業」
助成金

13 ページ



平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域）

12

13

68

○

①来館者数     17,205人

②社会科見学    　　5校

◎
・10月に印刷する予定
　広告掲載については広告代
理店に依頼済

△

①地域映像コンテンツ作り
                            0作品
②HPアクセス数
                          72,517回
③VODアクセス数
                              93回
④出前上映会
                              7 回

会計課5-3
庁用汎用封筒
に係る封筒印
刷業務

４ 環境情報シ
ステムの整備

57 環境関連情報を発信し、
グリーン購入の推進と啓発
を図る。

会計課印刷による市役所使
用封筒に、｢再生紙使用」と、
「チャレンジ25」のロゴを入
れ、市職員の意識の啓発を
図ると同時に、上田市の取り
組みを広く市民にアピールす
る。

各種封筒等の必要印刷枚数を一
定の指標とする。

5-3
太陽光発電に
よる環境への
配慮

太陽光発電に
よる環境への
配慮を来館者
に周知する

太陽光発電により有害物質
を排出しないクリーンなエネ
ルギーが供給できることを来
館者に周知する

当センターにある太陽光発電
の存在をパネルにより来館者
にPRし、太陽光発電では有
害物質を排出しないクリーン
なエネルギーが供給できるこ
とを周知し、環境への配慮を
啓発する

①来館者数 36,000人以上
②社会科見学   10校以上

マルチメディア
情報センター

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環　境　保　全　項　目 環境活動を発信する

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期
の状況

上半期の進捗状況

5-3
地域映像のデ
ジタル化

地域映像のデ
ジタル化によ
る自然環境保
護、歴史・文
化資源の保
全・活用を啓
発する

地域映像のデジタル化によ
る自然環境保護、歴史・文化
資源の保全・活用を啓発す
る

①地域映像をデジタル化しコ
ンテンツ作りをする
②インターネット、地域イント
ラネット、出前上映会にて地
域映像を情報発信する

①地域映像コンテンツ作り　1作品
以上
②HPアクセス数 　 　　150,000回
以上
③VODアクセス数 　　 　 　300回
以上
④出前上映会               24回以
上

マルチメディア
情報センター

14 ページ



平成２４年度　環境目的及び目標　一覧表（上田地域　独自目標）

36

105

106

◎

日常生活総合支援事業を平成
25年度から導入し、介護予防
施策を重点化することを方針
決定する。
地域密着型サービス事業者に
地産地消の取組みを努力義務
として設けることを方針決定す
る。

衆議院の解散・総選挙がな
かったため、その開票事務に
伴う目標については特記事項
なし

◎

　監査方針に基づき、概ね順
調に各種監査等を実施してい
る。
・例月現金出納検査（毎月）
・定期財務監査（10/18.19に講
評実施予定）
・決算審査・健全化比率審査
（8/28意見書提出）
・行政監査（１０月着手に向け
て準備中）
・財政援助団体等監査（１０月
着手に向けて準備中）

独
各監査、審
査及び検査
の実施

環境に配慮
した事務事
業の改善

監査等の際に事務事業の改
善を指導

・例月現金出納検査(毎月)
・定期財務監査(５月～１０月)
・決算審査、財政健全化判断
比率等の審査(４月～８月)
・行政監査(１０月～２月)
・財政援助団等監査(９月～２
月)

独
衆議院議員
総選挙等執
行事務

環境に配慮
した選挙の
執行

開票事務の効率化

衆議院議員総選挙（未定）
※任期満了は平成25年8月29
日であるが、年度内の解散・
総選挙があった際の目標とし
て設定
※他の選挙については、新市
発足以降投票になったことが
ないため指標の設定が困難

開票事務従事者1人当たり1分間の
処理数

独
第５期高齢
者福祉総合
計画の推進

第５期高齢
者福祉総合
計画（平成２
４年度から３
か年）の推進
に際し、環境
保全・環境負
荷軽減を図
る取組み事
項を設定す
る。

運動を通じた介護予防、介護
用品購入に対しエコ商品勧
奨、環境にやさしい住環境の
整備などを計画項目に設け
る。

・地域包括ケアシステム構築
に向けた検討
・日常生活総合支援事業導入
に向けた検討

今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
上半期の

状況
上半期の進捗状況

高齢者介護
課

選挙管理委
員会事務局

監査委員事
務局

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標
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